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 1998年 8月 7日 14時 38分(M2.7)の地震を最初とした群発地震活動が，長野県中西部の上高地か

ら北アルプスの穂高，槍ヶ岳方面にかけて発生した。信越地震観測所では約 7200個を越える地震を

手動で処理した。1994年以降，テレメータにより京大上宝地震観測所，名大高山地震観測所，気象

庁，防災科学技術研究所の隣接する観測点データも震源決定に利用できるようになっており，これ

らの観測点は今回の群発地震活動域を取り囲むように配置されている。また，群発地震発生後に震

源域周辺に設置された臨時観測点データも含めた統合処理ができたため，比較的精度の良い震源決

定結果が得られている，震源域は東西約 7～8km，南北約 25～26km，深さ 2～8kmである（第１図）。 
 
１．データ交換が始まる以前と以後の震央分布と観測点配置（第２図，第３図）。上高地周辺の過去

の地震活動と，データ交換の始まった以後の震央分布の比較である。1978年～1993年の間はテレ

メータへの移行時期でもあり観測点は段階的に増えてきている。観測点の配置も長野県内に限ら

れているため震源が東寄りに決まる傾向があり震源決定精度も悪い。 
 
２．主な地震のメカニズム解はいずれも北西－南東方向を圧縮軸に持つ横ずれ断層型である（第４

図）。震源時間関数は複雑な地震が多い。また東西に広がった活動域では東西方向の破壊伝播が顕

著である（第５図）。 
 
３． 8月 7日群発地震が発生した当初は，上高地の東端の六百山(2450m)周辺にあった地震活動域は，

西側の焼岳方面に拡がり東西約 7～8kmに達した。12日 17時頃からは，それまでの東西だった地

震活動域の北側，穂高，槍ヶ岳方面に南北約 10km新たに拡大して地震活動も活発になった。16

日 03時 31分槍ヶ岳付近でM5.0(ERI)M5.4(JMA)の地震が発生した。この地震の直後に余震と見ら

れる活動が東西約 6～7kmに分布した。9月 5日頃からは槍ヶ岳のさらに北側でも地震活動が発生

し野口五郎岳付近にまで及んだ。10月上旬以降は群発地震初期の上高地付近に地震活動域が戻り

地震も減少傾向にある（第６図）。 
 
４．1978 年～1998 年 10 月までの時空間分布（第７図）を見ると，今回の地震活動域の上高地付近

では，1990年 4月に小規模な群発地震が発生している。穂高，槍ヶ岳付近の地震活動は，1979年

10月と 1993年 4月～1994年 1月にかけてやや活発な地震活動があり，1993年 7月 20日 00時 10

分にM5.0(JMA)の地震を記録している。Ｍ3 以上の地震発生頻度を見ても，1990 年，1993 年の地

震活動が顕著である（第８図）。今回の地震活動の活動全体でのｂ値は約 1，また各クラスターに

ついてｂ値を計算するとやや小さい値になる（第９図）。 

（文責 井出 哲，羽田敏夫） 
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第１図 長野県上高地付近の群発地震活動震源図 

Fig.1 Hypocenter Distribtuion in Earthquake Swarm. 
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第２図 震央分布図(～1993,1994～) 

Fig.2 Distribution of Epicenter (-1993,1994-). 

 

 

 

第３図 観測点配置図(～1993,1994～) 

枠内は群発地震(1998 8/7～）の震源域。 

Fig.3 Station Locations (-1993,1994-). 
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第４図 主な地震のメカニズム解 Ｍ≧４ 

Fig.4 Focal Mechanism of Major Events. 
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第５図 震源時間関数の解析 

Fig.5 Analysis of Source Time Function. 
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第６図 上高地群発地震の震源域の移動(1998 8/1～10/31) 

Fig.6 Migration of Hypocenter. 
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第７図 時空間分布図(1978 1/1～1998 10/31 及び 1998 8/1～10/31) 

Fig.7 Spatio-Temporal Distribution of Hypocenter. 
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第８図 過去のＭ３以上の地震活動(1978 1/1～1998 11/10) 

Fig.8 Seismic Activity (M>3,Jan.1978-Nov.1998). 
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第９図 Gutenberg-Richter則の b値の解析 

Fig.9 Analysis of b-value. 
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